
大悪大善御書

＊＊地区

２月度座談会



背景と大意

文永11年 53才 於:佐渡一谷
対告衆:不明（弟子の激励）
騒然たる社会に苦闘する弟子

二月騒動・蒙古襲来・三災七難

大悪は大善の前兆と捉えよ

確信が一切を歓喜へと転換

喜び勇んで広布に立ち上がれ



大悪と大善

現実の危機をどう捉えるのか？
⇒ 大悪こそ大勝利への因

大事には小瑞なし
大悪おこれば大善きたる

大謗法
国にあり

大正法必ず
ひろまる



まいをも・まいぬべし

迦葉・舎利弗は
歓喜の舞

上行菩薩・地涌の菩薩は
大地から踊り出でた

何も嘆く
ことはない

歓喜の躍動が広布推進の力



上行菩薩

従地涌出品

上行・地涌の菩薩

使命の道・弘教の闘争に

歓喜の信心で前進しよう

結要付属

末法での弘通を誓う



指導から
試練に挑み戦い、必ずや大悪を大善
に転じてみせるのです

我らは広布を誓願して踊り出た地涌
の菩薩である

菩薩の誓願に立ち、いかなる大悪も
断じて大善に変えいくことができる

使命と歓喜の祈りで「世界
青年学会開幕の年」を大勝利


